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２学期の中間テストが迫ってきました ～ワークのやり方～

２学期の中間テストの足音が聞こえてくるようになりました。ワークを進めていますか？進めて
いる人はワークを解いた後はどうしていますか？ワークのやり方は様々です。しかし、テスト勉強
で最も大切なことは一つです。次のエピソードを読んで考えてください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「先生、これ見ていただきたいのですが。」

テスト日までまだ１週間もある日、成績が向上しつつある生徒が得意げに解いたワークを全て持

ってきた。

「これ全部解いたの？」

「はい。大変だったけど、問題の傾向もつかめたし、力がついた気がします。」

本人は満足げだが、私には疑問が残った。

「全部解いたのはいいけど、間違った問題の復習はした？」

急に声が小さくなり、

「まだですけど...。でもだいたい七，八割の問題は正解だったので、このままいけばテストもい

けるかなって...。」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
この生徒の何が問題なのでしょうか。多くの人は気づきますよね。そうです。「間違えた問題の

復習をしていない」ことです。
でも、いませんか？ ワークをやって丸付けして提出するのが精一杯な人...。
そんな人は、次の話を最後まで読んでください。（長くてすみません。）
車の車検（２年に１度必ず受けなければならない検査）を例にして考えてみます。
車検に出すと、車の状態が一つひとつチェックされます。ブレーキランプは点くか、タイヤは磨
り減ってないか、オイルの量は適切かについて、整備士さんが調べ上げます。それが皆さんの勉強
でいうところの、ワークを解いてこれまでの学習定着度をチェックしていることになります。英語
の疑問文を作ることができるか、理科の化学反応式を適切に表せることができるか、方程式の文章
題を解けるか、について自分で自分の学力を測定していることになりますよね。
さて、車の話に戻ります。チェックしているうちに整備士さんが故障箇所を見つけたとします。
しかし、それらを見つけただけでは、車の状態が良くなるわけではありません。当たり前ですよね。
修理せずに、放っておいても直らないですね。ひょっとして修理に時間のかかる故障が見つかるこ
ともあるでしょう。それでも、不具合が見つかったところは責任をもって直さないといけません。
ちょっとしたことが重大事故につながる可能性があるからです。私もこれまで何度も車を車検に出
しましたが、車検後の車は以前より安心して車を運転できるように感じるものです。また、いろん
な箇所が調節されていて、アクセルが軽く、スムーズに走らせることができます。



さて、テスト勉強です。ワークをやってら、答え合わせをすると思いますが、答え合わせをした
だけでは自分の理解度をチェックしただけにとどまります。チェックして、理解に不具合が生じて
いる箇所は修理しなければスムーズに走り出せません。基本的なところが分かっていないことが判
明したら、時間がかかっても修理すべきです。根幹が故障している車に乗ることは怖くてできない
ですよね。
そうです。テスト勉強でもっとも大切なことは「ワークなどの解き直し」です。
いえ、もっとはっきり言います。「解き直しをしないのは、ワークの問題を解いた時間をすべて

ムダにするのと同じくらいやってはいけないこと」です。
間違えたことが分かっているのに、なぜそのままにできるのですか。間違えた問題がテストに出
ないと誰が言い切れるのですか。
５月に体育館でテスト勉強の方法を全校生徒に説明しました。
「ワークは最低３回繰り返す」
４回目からは間違えた問題だけで良いです。さらに良いのは、その答えだけを繰り返して書くの
ではなく、問題と答えをセットにして別のノートに書くのが良いでしょう。解答冊子に書いてある
解説などを書き加えることができれば最高です。そこまでやって、まだ時間があれば他の問題集な
どで力を広げてみましょう。もちろん、その問題集も解き直しをしなければ意味がありません。
学力はすぐには身につきません。らせん階段をゆっくり上がるようについてくるものです。力の
上昇を感じるのはしばらく頑張ったあとです。
２学期の中間テストまであと約２週間。そろそろあなたの車を検査に出してみませんか？

偉人たちからのメッセージ

そりゃ、僕だって勉強や野球の練習は嫌いですよ。誰だってそうじゃないですか。

つらいし、大抵はつまらないことの繰り返し。でも、僕は子供のころから、目標を持って

努力するのが好きなんです。だってその努力が結果として出るのはうれしいじゃないですか
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人にできて、きみだけにできないことなんてあるもんか
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俺の敵はだいたい俺です
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１００点は無理かもしれん。でもMAXなら出せるやろ
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